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KAVC CONVERSATION #03
これからの映画（館）を考える  神戸新開地映画談義　鼎談：板倉史明 × 田中晋平 × 岡本酉子

STORY　KAVCスタッフと、ときどき保安のおっちゃん物語｜STAFF’s VOICE　KAVCからのお知らせ

湊川神社正門前で明治元年から続く老舗和菓子屋・菊水總本店（多聞通3丁目3-15）。併設のお茶屋「菊
水茶廊」では、菊の花が香る菊水茶や、栗が丸ごと入った楠公厄除け渋皮栗の餅ぜんざいが味わえます。

今年度からはじまった、ウォーリー木下氏による舞台演劇セレクション「KAVC FLAG COMPANY」。10月～12月は
KING&HEAVY、コトリ会議、壱劇屋が新作を発表予定！　詳しくは中面「特報！パフォーミングアーツ瓦版」にて。

9月14日（土）～11月10日（日）、新開地・兵庫港・新長田の各地会場にて開催。出展作家はグレゴール・シュナイダー氏とやなぎみ
わ氏の2人。KAVCを含む各地で作品展示があるほか、野外劇の公演も。詳しくは中面「神戸みちくさ天国」にて！

12月の第1土・日曜日、新開地の4つの商店街を舞台に開催されるお祭り。新開地のお店
や施設が仕切る屋台、ビンゴ大会、フリーマーケット、ステージなどなど目白押し。

（神戸映画保存ネットワーク）（神戸大学） （KAVC）



大正から昭和初期にかけて全盛をむかえ、「東の浅草、西の新開地」と称された歓楽街、新開地。その

後の1960年代後半から70年代には、娯楽の多様化によって映画館への来場者も減り、まちの様相が大
きく変わりました。1958年、新開地に17館あった映画館は、2018年には4館へと縮小。この60年間で、

私たちの暮らしぶりも更新され、メディアテクノロジーの発達によって映画を観る文化・環境そのものも

一変しつつあります。今回の特集鼎談では、神戸・新開地と密接にあった「映画」そして「映画館」の

あり方を、現在のKAVC CINEMAにおける取り組みと紐づけながら考えていきます。

が館長で、彼らが収集してきたフィルムや資

料をもとに立ち上がった施設なんですね。
ノンフィルムのなかには、たとえば神戸も含
めた各地の映画館の写真やプログラムもある

し、いろんな映像作家、スタッフの方が映画

製作の過程で残したメモなどもあります。価

値があるかどうかわからない場合も基本的に、
それらを捨てることはないですね。できるだ

け工夫しながら整理して、棚に分けて置いて

いくようにしていて。やっぱり、研究者の方
などにこういうものを利用していただくこと

で、我々だけでは読み解けない価値が見出さ

れるかもしれない。そういう可能性を残して

いくことも大切だなと思います。

地域と映画の接点を見出す

岡本：新開地としての取り組みについて話
しますと、2018年から、神戸にある4つの

映画館̶̶KAVC、パルシネマしんこう

えん、Cinema KOBE、元町映画館の連携に

よる「KOBE CINEMA PORTフェス」を開催しているん

です。各館それぞれの色が出る特集上映を組み、まちな

かで行き来が生まれるように地域の飲食店との連携をは

かるなど試行錯誤しています。

板倉：どういった経緯ではじまったものなんですか？

岡本：映画評論家の淀川長治さんが生まれた土地という

こともあって、新開地を映画で盛り上げようという意図
で企画しています。今年は、映画を観てもらうだけでな

くて、映画監督の西尾孔志さんによる映像＆映画講座や、

3時間で映画をつくる参加型のワークショップなどの開催
が決まっています。

田中：今、いろんな地域である種のメディアリテラシー

教育として、映画講座のようなものも増えていますね。僕
も大学で映画についての授業を担当していますが、学生
が映画に興味を持つだけでなく、実際に映画館にも向か

う、そのきっかけをつくるのには苦戦しています。板倉
さんも大学で教えていらっしゃいますよね。

板倉：大学の一般教養の授業で、映画学の基礎を毎年教
えています。それは映画を観るときに、単に物語の展開
の面白さや俳優の美しさだけではない部分に注目して映

画を楽しみましょうというものです。その視点、観る技

術を伝えています。たとえば、製作者の立場からすると、

編集の仕方、俳優の立ち位置、背景のセット、使われて

いる小道具・衣装など、無数にある選択肢から選んで意

味があるものを画面に入れ込んでいるわけです。完成し

た映画のすべての画面と音の要素にはなんらかの意味が

あるという前提で、映画の研究をしているんですよ、と

いう話からはじめて、これまで気にしていなかった部分
に着目していく視点を授業のなかで身につけていく。

岡本：私は、大学院で映画批評を少し学んだ

ことがあり、同じように鑑賞・分析のための

テクニックを教わりました。そこで「あ、そ

ういう見方があるのか」と発見がありました。

作品を別の角度から分析的に面白がることが、

私はもともと好きだったんだなと。

田中：神戸映画資料館でも一般の人が参加
できる講座をよくやっています。映画好き

のコアな人も来ているのですが、神戸を舞

台にした映画の上映企画も行っていて、い

わゆる映画好きではない、神戸というまち

に興味があるとか、登場人物のモダンな

ファッションが見たいとか、いろんな入口
から自分の興味と結びつけながら、映画を

観ようという方がいらっしゃいますね。

̶̶今、KAVCとして、映画館で行われて

いることを地域と結びつけて発信したいと

いう想いもあります。そのときに「地域」

をどう考えるか、どう見るかという視点についても伺い

たいです。

田中：『神戸と映画』のなかで、パルシネマしんこうえん

田中：映画館の観客動員数のピークは 1958年。1960年代
にテレビが普及し、ほかの娯楽も増えたことで、映画館
が大衆娯楽の中心から外れていきます。80年代、東京か

らミニシアター文化が台頭し、90年代にはシネコンが全

国的に増えていきます。現在では、全国にあるスクリーン

の約9割を、シネコンが占めている状態です。このように

時代が変化していくと、やはり映画を観るということの

あり方も変わると思うんです。もちろん、ミニシアター

やシネコンは、衰退していた映画文化を盛り返す役割も

担っていたので、否定したいわけではまったくありま

せん。ただ、生活と密着したかつての映画体験とは、か

たちが大きく変わったのはたしかなんじゃないかと。

岡本：そうですね。今は映画を観ることが、どこか特別
な行為になっている気がします。

田中：休みの日に友だちと非日常を求めて映画を観ると

か、デートで映画館に行くとか。それは楽しいことですし、

昔から映画はそういった体験を与えてきてもいるのです

が、生活のルーティンからは少し離れた感じはしますよね。

板倉：映画との関わり方で言えば、情報の受け取り方も

影響していますよね。「ヒットしていますよ」と煽られる

と、「自分も観たほうがいいのかな」という気持ちになっ

てくる。特に興味はなかったけれど、友だちや知人との

関係のなかで話題になっていたら、行ってみようかなと

思ったり。根底には、情報でも体験でも、誰かと何かを

共有したいという心理がはたらく。現代はSNSなどで自

分が観たということを発信し、他者へ共有したい。そう

いうコミュニケーションの方が、観ることより大事になっ

ている側面はある気がしますね。田中さんがおっしゃる

ように、映画を観る動機やとらえ方が多様化している。

岡本：どんどん複雑になっていますよね。今はインター

ネットを通して、個人の体験を他者に開くことが当たり

前になりましたが、昔にはなかった行為です。

板倉：映画体験の記憶として我々に残っているのは、家
から映画館までなんらかの交通機関で足を運び、何時間
か映画を観て、また戻ってくるという一連のプロセスで

すよね。でも最近は、映画を観に行って帰ってくる間の

行為さえも変質していると思うんですよ。

̶̶インターネットが持つ開かれた部分が、SNS上での

コミュニケーションも含めた、新しい“観る文化”をか

たちづくっているとすると、私たちは、映画という文化を、

映画館を通して感じるだけではなく、さまざまな体験を

通して受け取っているとも考えられますね。

田中：少し話がそれるかもしれませんが、神戸映画資料

館の所蔵資料のなかには、チラシやポスター、映画の書籍、

撮影機材や映写機といった、フィルム以外の映画関連の

資料があるんです。業界用語では「ノンフィルム資料」
と呼んだりします。以前、国立映画アーカイブの岡田秀

則さんに講演をしていただいたことがあるのですが、実
はチラシやポスターのようなノンフィルム資料こそ、私
たちが日常的に触れている、もしかしたらフィルムより

も身近な映画文化なのではないかとおっしゃっていまし

た。板倉さんがさきほど話していらしたよ

うに、映画を観る体験が変化しているなか

にあって、もう少し広い視点で映画文化を

とらえることも必要なのかもしれませんね。

岡本：KAVCではアーカイブ資料を所蔵し

ていないのですが、映画文化の多様な入口
として、フィルムアーカイブだけでなくノン

フィルム資料を考えるというのは興味深い

ですし、活用も考えてみたいです。

田中：作品の上映を通して、映画が盛り上が

るという側面はありますが、一方で大量に

残っているチラシやポスターにも過去の映画

文化を想像させてくれる価値がありますよね。

岡本：そうですね。ただ、どこまでを資料

＝入口とするのかが難しいなと思うのです

が、神戸映画資料館では、どのように考え

ているんですか？

田中：どこまでも資料と考えています（笑）。

当館は2007年に開館しましたが、それまでの前史が長く

て。もともと 1974年から自主上映グループとして活動して

いた「プラネット映画資料図書館［05］」代表の安井喜雄さん

「参考にしたい」と話していたそうです。

̶̶観る映画の選択肢を広げつつ、文化的・

社会的にも意義あるものを上映することで、

観て楽しむという映画の役割以上の出来事

を生み出せたわけですね。

板倉：国立映画アーカイブ［04］や神戸映画

資料館の経験から、映画の熱狂的なファン

の人は面白い企画をすればどんなに遠方で

も来るというのはわかる。だけど、そのほ

かの人と映画を深い部分で結びつけるのは

至難の技です。だからこそ何か、上映の背

景にある強い気持ちが透けて伝わることが

重要で、同じ強い想いを持った人たちが集
まる場も必要なんだなと思います。

田中：僕は映画の研究者なので、どうしても

映画のことばかりに目が行ってしまうのです

が、KAVCがアートセンターとして、美術や

舞台など複数の表現分野の方が横断する場だ

からこそ、いろんな情報交換・交流の場にな

りうるんでしょうね。もしかしたら、ほかの新開地の映画

館とは異なる、いろんな立場の人たちの声に耳を傾けやす

い環境がKAVCにはあったりするのかもしれません。

観る文化のあり方と、その広がり

̶̶『神戸と映画』を読んで、かつては人々の生活の延

長線上にあった映画の体験というものに惹かれました。岡

本さんはいかがでしたか？

岡本：新開地に華やかな時代があったことは聞いていた

のですが、実際に当時の資料や写真などを見てみて、率

直にこの時代に戻れたらいいのにと思いました（笑）。一

方で、今私たちKAVCの使命としては、過去の繁栄を取
り戻すことだけではないのだろうと思いました。

アートセンターとしての映画事業

岡本：神戸アートビレッジセンター（以下、KAVC）では、

2017年の指定管理者変更から現在までの間で、年数回の

特集上映と 100本を超える作品上映を行ってきました。公

共性を重視しながらほかの興行館と差別化を図るため、主
にドキュメンタリーや打ち出したいテーマを内包した映画
をブッキング。一般的な興行館から見れば上映回数も動員
も少ないですが、1本 1本に意図を込めて上映しています。

板倉：想いの込められたラインナップと、実際の集客のバ

ランスをどうとるか。とても難しいことです。

岡本：そうなんです。私としては、ひとりでも心に深く残
るような映画であってほしいという想いがあって。観て終
わりではなく、それをきっかけに次の興味や活動へつな

がっていくような作品選びを心がけています。また、“新

開地、KAVCに行けばこの作品が観られる”という期待感
も残しておきたいとも考えています。板倉先生の編著書『神

戸と映画』［01］には、映画館と映画を観てきた人たちの歴

史についても紐解かれていましたね。

板倉：ありがとうございます。「神戸と映画」と聞いて思
い浮かぶのは、トーマス・エジソンが発明したキネトスコー

プ日本初公開の都市であり、興行街・新開地であり、映画

評論家・淀川長治さんですよね。そういった長く語られて

きたトピックをさらに掘り下げながらも、これまで日本映

画史には語られてこなかった現場の視点を大切に書籍を編
み上げていきました。

田中：僕は神戸映画資料館［02］で神戸や新開地に関わる映

画文化の研究を行っているのですが、『神戸と映画』にも

1970年代の自主上映に関する論考を寄稿しています。さ

きほど岡本さんのお話していた“新開地でこの作品が観ら

れること”を大切にしていた組織「グループ無国籍」が

1970年代の新開地にもいたんですよ。

岡本：論考、とても興味深く拝読しました。

田中：当時の新開地は衰退がかなり進み、映画館も減りは

のオーナー・小山康之さんにインタビュー

をさせていただきました。パルシネマは、

小山さんのお父さんが経営していた新公園

劇場を受け継いだ施設なんです。男の街と

いう印象も強かった新開地の映画館を、少
しずつ女性でも訪れやすくするために、い

ろんなことに気を遣いながら、「この映画館
で映画を観たい」というお客さんを育てて

いて。映画館という場所そのものに対する

“思い入れ”を、映画が“面白い”というこ

とと同時に、大事にしている。どこにいて

も映画が観られる今、「これからの映画館」
を考えるとき、パルシネマ、そしてKAVC
やCinema KOBEなどの個別の場の魅力に

気づいていくような流れを、どうつくって

いくかが重要だなと思いました。

岡本：たしかに、映画を観ることで、終わり

ではなく、映画館という場として、育ててい

くことが大事ですね。KAVCを含め、映画館
が地域とつながり、受け入れられながら発展
していくために必要な「場への愛着」とは何

なのか、これから実践しながら探っていけたらと思います。

収録：2019年8月28日（水）KAVCにて

板倉史明（いたくら・ふみあき）

博士（人間・環境学）。東京国立近代美術館フィルムセンター（現・国立映画
アーカイブ）研究員を経て、2012年より現職。主著に『映画と移民̶̶在米
日系移民の映画受容とアイデンティティ』新曜社（2016年）、編著に『神戸
と映画̶̶映画館と観客の記憶』神戸新聞総合出版センター（2019年）など。

田中晋平（たなか・しんぺい）

博士（芸術文化学）。共著に『現代映画思想論の行方：ベンヤミン、ジョイス
から黒澤明、宮崎駿まで』晃洋書房（2010年）。論文に「相米慎二の映画に
おける孤児たちの共同体」（『映像学』第91号）、「1970年代後半の関西にお
ける自主上映について」（『藝術』第40号）など。

岡本酉子（おかもと・ゆうこ）

大学院で「笑い」を研究する一方、地域文化政策についても学ぶ。2014年に
公益財団法人神戸市民文化振興財団の職員に。区民センターで地域事業に携
わった後、2017年4月よりKAVCの映画事業の担当となる。これまでの経験
を活かしながら、全国でも数少ない公共施設でありながら興行映画を行う
KAVCの番組編成に取り組んでいる。

［01］ 板倉史明編著『神戸と映画』神戸新聞総合出版センター

 （2019年）
 日本映画史に多くの足跡を残す「神戸と映画」の関わりを、12人の執

筆者それぞれの視点で紐解く。「盛り場」新開地から「都市」三宮へ／
日本映画史、神戸にはじまる／神戸新開地のトーキー反対争議／焼け跡
の映画興行をめぐる占領と復興／ミニシアター・シネコンからその先へ
／絵葉書に見る神戸の映画史／ほか。

［02］ 神戸映画資料館
 大阪のプラネット映画資料図書館が 1970年代から収集・保存してきた世

界各地でつくられたフィルムのコレクションをベースに、2007年にオー
プン。劇映画、ドキュメンタリー、アニメーション、ホームムービーな
どのフィルムが約18,000本、映画関連の書籍が約10,000冊、そのほか
映画ポスターやパンフレットなど多数所蔵。また、映写や撮影、編集、
録音に使う機材も資料として保管されている。併設のミニシアターでは、
週末に古典的名作から現代作品まで幅広い時代の映画を上映している。

［03］ 安孫子亘監督『奇跡の小学校の物語』（2018年）
 栃木県宇都宮市古賀志町、古賀志山の山裾にある城山西小学校を舞台に、

少子化の波に押された地域の現状、そして廃校の危機を乗り越えようと
地域住民と学校が一丸となる姿をとらえたドキュメンタリー作品。地域
の魅力を掘り起こし、移住者を呼び込み、高齢者が活躍する給食農園を
つくり、と前途多難な状況で赴任してきた校長先生が、さまざまなアイ
デアで学校を立て直してゆく姿を記録していった。企画・制作はミルイン
ターナショナル（現・ミルフィルム）。

［04］ 国立映画アーカイブ
 1952年に設置された国立近代美術館のフィルム・ライブラリーにはじ

まり、1970年の機能拡充による東京国立近代美術館フィルムセンター
開館とその後の活動を経て、2018年に設立した日本唯一の国立映画専
門機関。所蔵フィルムは79,509本（2017年3月31日時点）。うち日本
映画70,164本、外国映画9,345本。映画の保存・研究・公開を通して
映画文化の振興をはかるため、「映画保存・公開の拠点」「映画に関する
さまざまな教育拠点」「映画を通した国際連携・協力の拠点」という3
つの機能を設けている。参照：国立映画アーカイブWebサイト

［05］ プラネット映画資料図書館
 1974年に映画関係の書籍やパンフレット、ポスターなどの資料や映画

フィルムを収集・保存する民間のアーカイブとして設立。代表・安井喜
雄氏独自の調査・収集活動によって集められたフィルムは、サイレント
時代の劇映画やドキュメンタリーから、教育映画、成人映画、TVアニ
メに至るまで幅広く、これまでに映画史的価値の高いフィルムも多数発
見されてきた。

板倉史明
［神戸大学 国際文化学研究科 准教授］

×
田中晋平
［神戸映画保存ネットワーク 客員研究員］

×
岡本酉子
［神戸アートビレッジセンター 映像事業担当］

KAVC
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参考：板倉史明 編著『神戸と映画 映画館と観客の記憶』神戸新聞総合出版センター（2019年）、Webサイト「新開地ファン」

神
戸
新
開
地

映
画
談

こ
れ
か
ら
の
映
画︵
館
︶を
考
え
る

KAVCの特集上映は、娯楽性・

大衆性を意識していることが多

いです。たとえば、2018年の

年明けに上映した「新春！ニッ

ポンの喜劇映画セレクション～

日本の笑いのルーツを作った喜

劇人たち」では、今みなさんが

知っている“笑い”は、ここか

らはじまったんだよというのを、

映画を通して見せていきました。

そこに歴史的価値や、当時の影

響力も感じてもらえたらなと

思って。（岡本）

文化庁と国立映画アーカイブが

主催する全国的な事業として、

映画鑑賞の機会創出と保存への

理解を深める「優秀映画鑑賞推

進事業」があります。国立映画

アーカイブの協力のもとで、過

去の日本の名作映画を35ミリ

フィルムで上映することができ、

各地域の公共ホールなどで積極

的に活用されています。（板倉）

書籍『神戸と映画』の巻末に神

戸市内の映画館マップを掲載し

ました。神戸映像アーカイブ実

行委員会が主体となって、神戸

沿岸部8区の1958年の映画館

をマッピング。地図のおもしろ

いところは、昔の新開地の賑わ

いを知らない人も、パッと見た

だけで「え、こんなに映画館が

たくさんあったの？」と驚く。

自分が住んでいるすぐ横にも映

画館があったかもしれない。

人々の生活と映画文化の関係を、

地図というかたちで示すことが

できるのかなと。（田中）義

じめていて、戦前からあった聚楽館や松竹座
などもなくなる寸前でした。そんななか、彼
らは自分たちが観たい映画を上映するために

場所を借り、オールナイト上映を企画したり

していたんですね。今は経営が変わっていま

すが、新開地のすぐそばにある映画館の「福

原国際東映」が会場になりました。当時の彼
らの資料やインタビューでは、単純に映画好
きということだけではなく、やはり新開地の

雰囲気も含め、この場所で自主上映すること

に意味を見出していたように思います。

̶̶映画を観る選択肢を広げるという意味

では、KAVCのあり方とも通じるものがあ

りますね。

田中：そうなんです。1990年代になってか

ら、日本で「公共上映」という言葉が出て

きます。これまでももちろん映画を観る場

所として映画館があったわけですが、それ

に加えて、自主上映会や映画祭、KAVCの

ような公共のアートセンターやホールで行われるような

上映も含めて、「公共上映」という概念でとらえましょう

というものです。それによって、改めてグループ無国籍
のような過去に地域で自主上映を行ってきた人たち、あ

るいは映画祭などを企画してきた人たちの活動の意義を

再確認できるようになった。それは、映画館だけを見て

いてもわからない、神戸映画史のなかのすごく重要な記

憶でもあるだろうと思うんです。

岡本：映画を 1本上映することで、いろんな可能性が生ま

れるというのは、先日上映した『奇跡の小学校の物語』［03］

という作品でも実感しました。廃校寸前の小学校が、ある

校長先生の活動によって存続できるようになる過程を映し

たドキュメンタリー作品ですが、神戸の上映後に自主上映
を望まれる方が多くいらっしゃった。配給会社の話では、

実際に、廃校を迫られている小学校の関係者が上映を観て



かにある状態で、場面ごとの立ち位置と発声のタ
イミング、周囲と連動する動きを確認し、調整を
繰り返していく。姉妹の間にある愛憎、身体を分
ける孤独といった、想像するのも難しい感情を前
にして、ゴーハイ生たちの苦戦する姿が垣間見えた。
　演出家・大塚氏からの演技指導も熱が入るなか、
家庭教師役のゴーハイ生に全員の視線が集まる。場
面は、身体を切り離され、すでに妹がこの世にいな
いと知った姉シュラと家庭教師が初対面するところ
だ。ベッドの端に腰かけ、悲しげに視線を落とすシュ
ラに家庭教師が声をかける。しかし、その声の調子
や身振り、演技に込める感情を実感できないのか、
大塚氏から助言を受けながらも、自らの演技にしっ
くりこない、という様子のままその日の稽古は終
わった。
　「11年目もひとつの通過点。一番の目的は演劇の
好きな人、関わっていきたいと思ってくれる人を
育てることです」と大塚氏。初参加のペレイラ氏
は「ゴーハイOG・OBのサポートが手厚い。大塚
さんのフィードバックを理解して、高校生に伝え
るつなぎ役もやってくれています。演劇教育だけ
でなく人を育てる場になっているからこそ、これ
まで企画が続いてきたのだと感じます」と語る。
大塚氏いわく、「伝えたいのは演劇論ではなく、みん
なでつくり上げる達成感や面白み、ひとりででき
ないことを知ること。作品の出来はおまけみたい
なもんやな（笑）」。
　8/25（日）の成果発表公演は、ゴーハイ生の家
族や同級生、ゴーハイOB・OGなど多くの人たち
が見守るなか、ゴーハイ生それぞれが向き合った時
間を自らの身体で表現していった。
　物語も終盤、姉シュラと家庭教師の場面にさし
かかる。誰かの寂しさや孤独に寄り添い、気持ち
を推し量ろうとするとき、どんな体の動かし方で、
どんな声を発したらいいのか。前出のゴーハイ生
が選んだのは、身をかがめて目線を合わせ、声の
トーンを落としながらゆっくりと話すことだった。
　演技はもちろん、現実の日常生活においてもた
くさんの選択肢のなかから自分が思う「正解」を
選びとる。そしてその「正解」は絶対ではない。
だからこそ、今高校生の彼らが、自分以外の誰か
の感情を理解しようと、向き合って選択をしたこ
とに意味がある。そういったひとりでは手に入れ
ることのできない小さな変化が、彼ら一人ひとり
のなかに積み重なっていくところにこそゴーハイ
の醍醐味がある。

今
号
の
レ
ビ
ュ
ア
ー

勅
使
河
原
君
江
さ
ん

　

8
月
11
日
︵
日
︶
の
暑
さ
真
っ
盛
り
の
日
に
私

は
一
般
応
募
の
出
演
者
た
ち
と
梅
田
哲
也
さ
ん
に

よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
﹁
表
現
し
な
い
う
た
と
身

体
﹂
を
見
学
す
る
た
め
に
神
戸
ア
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ

セ
ン
タ
ー
を
訪
ね
た
。
そ
こ
で
私
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
参
加
者
は
小
学
生
、
高
校
生
、
社
会
人
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
年
齢
や
背
景
を
も
っ
た
初
対
面
の
メ
ン

バ
ー
だ
っ
た
た
め
私
は
少
し
緊
張
し
た
気
持
ち
で

の
参
加
と
な
っ
た
。

　

は
じ
め
の
ワ
ー
ク
は
、
手
や
足
の
動
き
と
掛
け
声

で
テ
ン
ポ
を
と
る
3
種
類
の
動
き
を
練
習
し
た
。
途

中
で
間
違
え
る
と
ほ
か
の
人
の
テ
ン
ポ
に
合
わ
せ
ら

れ
な
く
な
り
ア
タ
フ
タ
し
て
し
ま
う
。
何
度
も
や
る

う
ち
に
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
て
頭
で
考
え
て
い
る
こ
と

と
手
足
と
掛
け
声
が
こ
ん
が
ら
か
っ
て
意
味
不
明
な

動
き
に
な
っ
て
ま
す
ま
す
焦
る
。
自
分
自
身
が
ち
ぐ

は
ぐ
に
な
る
感
覚
。
最
後
に
梅
田
さ
ん
か
ら
翌
日
の

午
後
か
ら
行
わ
れ
る
公
演
会
﹁C

om
posite

﹂
の
公

演
会
名
は
〝
混
合
〞
と
い
う
意
味
で
性
質
の
違
う
も

の
が
混
ざ
り
合
う
こ
と
で
あ
る
と
い
う
話
を
聞
い
た
。

こ
う
し
て
1
日
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
終
わ
っ
た
。

　

翌
日
、
午
前
中
の
リ
ハ
ー
サ
ル
で
は
、
昨
日
練
習

し
た
動
き
を
、
す
べ
て
目
を
閉
じ
て
行
い
、
舞
台
全

体
を
構
成
す
る
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
確
認
と
練
習

を
何
回
か
繰
り
返
し
て
い
た
。
出
演
者
た
ち
は
目
を

閉
じ
て
動
き
を
行
う
こ
と
に
は
じ
め
は
少
し
怯
え
な

が
ら
も
次
第
に
自
分
の
動
き
に
集
中
し
つ
つ
、
見
え

な
い
仲
間
の
音
や
気
配
を
読
み
取
ろ
う
と
し
て
い
る

の
が
う
か
が
え
る
。
そ
こ
で
は
、
昨
日
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
初
日
と
は
違
い
、
出
演
者
の
一
つ
ひ
と
つ

の
動
き
が
熟
成
さ
れ
て
、
い
つ
の
ま
に
か
そ
の
人
に

し
か
で
き
な
い
動
き
に
変
容
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ら
れ
た
。

　

い
よ
い
よ
公
演
会
の
本
番
を
む
か
え
た
。
続
々
と

お
客
さ
ん
が
来
場
し
て
、
あ
っ
と
い
う
ま
に
客
席
は

ほ
ぼ
満
席
に
な
っ
て
い
た
。
私
も
客
席
か
ら
見
守
る

な
か
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
は
じ
ま
っ
た
。
舞
台
は

ま
さ
に
非
日
常
の
空
間
と
な
っ
て
い
た
。
出
演
者
た

ち
の
シ
ン
プ
ル
な
動
き
と
声
は
一
人
ひ
と
り
の
年
齢

や
体
型
や
癖
の
違
い
か
ら
、
手
の
動
き
や
手
を
叩
く

音
や
足
を
踏
み
鳴
ら
す
音
や
声
が
異
な
り
、
そ
の
動

き
や
音
は
多
様
な
色
味
を
生
み
出
し
、
一
人
ひ
と
り

が
個
性
を
も
っ
た
音
符
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
音
符
の
音
色
が
集
ま
り
そ
の
違
い
が
微
妙
な
ズ
レ

に
な
り
、
い
つ
の
間
に
か
舞
台
全
体
と
し
て
力
強
い

調
和
を
も
っ
た
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
生
み
出
し
て
い
た
。

観
客
は
そ
の
ズ
レ
が
生
み
出
す
調
和
が
ど
こ
か
ら
生

ま
れ
る
の
か
確
か
め
た
く
て
舞
台
を
凝
視
し
て
し
ま

う
。
こ
の
舞
台
で
出
演
者
た
ち
は
決
め
ら
れ
た
動
き

と
声
を
出
し
て
い
る
だ
け
で
個
性
を
表
現
し
よ
う
と

思
っ
て
い
な
い
の
に
、
目
を
閉
じ
て
動
き
に
集
中
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
、
そ
の
人
ら
し
い
個
性
が
滲
み
出
て

い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
個
性
同
士
が
舞
台
上
で
化
学

変
化
を
起
こ
し
て
色
と
り
ど
り
な
調
和
を
見
せ
て
く

れ
た
の
だ
っ
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
﹁
表
現
し
な
い

う
た
と
身
体
﹂
と
は
﹁
表
現
し
よ
う
と
し
な
く
て
も
、

そ
こ
に
そ
の
人
が
い
る
だ
け
で
表
現
し
て
し
ま
う
身

体
﹂
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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今
回
、
取
り
上
げ
る
催
し
は
、

梅
田
哲
也　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
制
作
公
演

﹃
表
現
し
な
い
う
た
と
身
体
﹄

﹃C
om

posite

﹄

開
催
日
時

2
0
1
9
年
8
月
11
日
︵
日
︶
13
時
〜
17
時
、

12
日
︵
月
・
祝
︶
10
時
〜
17
時

こ
ん
な
企
画
で
し
た
よ
↓
K
A
V
C
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
シ
リ
ー
ズ
「
は

じ
ま
り
の
み
か
た
」
第
3
弾
と
し
て
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
梅
田
哲
也
氏

が
こ
れ
ま
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
ベ
ル
ギ
ー
で
公
演
し
て
き
た
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
作
品
を
、
一
般
参
加
者
と
と
も
に
制
作
。
最
終
日
に
は
山
下

残
氏
ほ
か
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
た
公
演
も
。

商店街に漂う出汁のにおい、そして暖簾の向
こう側にひしめく立ち食い中の人と人。新開
地のまちの景色をつくる立ち食いそば屋で、
まずは神戸定番の「ぼっかけそば」を。
ゆうちゃん　神戸市兵庫区新開地2-7-18
松屋　神戸市兵庫区新開地 1-1-7
高速そば　神戸市兵庫区新開地2-3
たつの　神戸市兵庫区新開地2-3 新開地駅

松尾稲荷神社
神戸市兵庫区東出町3-21-3

さくっとそばをすすり、次の場所へはしごす

る、娯楽のまちならではの風景。美味しい出

汁にトッピング。そして何より、早くて安い！

新開地商店街の「立ち食いそば四天王」
vol.7
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1907年にアメリカの彫刻家が夢想した
幸運の神・ビリケン。世界中で流行し、
明治時代末期、日本に輸入されました。
そこで大黒天と混ざり、右手に小槌を持
つ表情も豊かな「ジャパンビリケン」が
誕生。松尾稲荷神社には大正末期に奉納
され、現在は福の神「松福様」として安
置されています。

神戸の3エリアで展開されるアートプロジェクト「TRANS- 」
にて、まちの風景や歴史的な文脈をさまざまなかたちに

「Transform（＝変換）」させる周遊型の作品、グレゴール・シュ

ナイダー《美術館の終焉̶12の道行き》が展示されます。

KAVCでは、第5留《消費される生産》と題した映像作品《シュ

ナイダー家》《家ur》《死の家ur》を上映。期間中は、子どもた

ちが自転車にペイントを施した「ART CYCLE」も貸出。新開

地のまちの記憶に触れながら、作品を巡ってみては。

アートプロジェクトKOBE 2019：TRANS-
何かを“飛び越え、あちら側へ向かう”をコンセプトに、新開地、兵庫港、新長田で開催され

るアートプロジェクト。兵庫区出身の現代美術家、やなぎみわによる野外劇公演を神戸市中央

卸売市場の特設会場で行うほか、ドイツ出身の作家、グレゴール・シュナイダーによる12のイン

スタレーション作品をまちなかに展開。

会期：2019年9月14日（土）– 11月10日（日）
会場：新開地地区、兵庫港地区、新長田地区

出展作家：グレゴール・シュナイダー、やなぎみわ

※ART CYCLEは「TRANS-PASSENGER ticket」をご購入の方のみレンタルいただけます。

神戸アートビレッジセンターで日々開催される、さまざまな催しごと。
合わせて「せっかくならここも行っとき〜！」と背中を押したい、

魅力的な道草スポットをご紹介。

KAVCで、
TRANS-出展作品を体験し、
「ART CYCLE」に乗って

変わりゆく新開地のまちを巡る

定番のぼっかけそば1杯　350円〜420円

サイドメニューはおいなりさん　4店舗共通

のれんの味わい深さ　★★★★★

日本の大黒天と融合した、
アメリカ生まれの神様に出会う

パフォーミングアーツ瓦版

演出家・ウォーリー木下氏がディレクターと
なりスタートした、関西7劇団による演劇プ
ログラム「KAVC FLAG COMPANY」。3番
手は、神戸大学演劇部自由劇場出身3名によ
る演劇グループ「KING＆HEAVY」。ショー
ケースやコント大会にも多数出演する彼らが、
旗揚げ公演以来となる新作長編『ゴールデン
エイジ』を上演します。「この先どうなって
いくのだろうとワクワクしてもらえる作品」
と語るのはメンバーの飯嶋松之助氏。

“真面目にふざける”を貫く、
メンバー各々の遊びが効いた
これぞ、王道娯楽演劇作品！

SFやサスペンスの手法を取り入れることで、
社会問題をメタ的に感じさせる戯曲、テンポ
とボリュームを操る演出を得意とする劇団「コ
トリ会議」（2007年結成）。制作担当・若旦
那家康氏は「過去の上演作品をリメイク予定
だが、作家・演出家の山本正典はゼロからつ
くり直したいと言っていた。ホールの広さに
どう対応するか、演出面も楽しみにしてもら
いたい」と語る。本公演を皮切りに東京と福
岡へのツアーも決定。

パントマイム、殺陣、ミュージカルなど、あ
らゆるジャンルを複数の作家・演出家が上演
する「壱劇屋」による『空間スペース3D』。
今回、演出を担当する座長・大熊隆太郎氏は「自
劇団以外で初めて小劇場の舞台に立ったのが
2008年のKAVCプロデュース作品でした。
今回は、広々とした空間をそのままフラット
に使い、観客もすべて立ち見の公演がしたい」
と、熱意とビジョンを明らかにした。トリッ
キーな演出に期待です！

人と人がつくり出す機微を、
限られた空間・関係性から描く
現代劇『セミの空の空』

大衆性と先鋭性を行き来しながら、
間にある「楽しい」を刺激する
マルチ娯楽劇団の最新作！

今号のイベントスケジュールから、

舞台芸術に関わる催しを

選出＆ご紹介！

PICK UP 1 PICK UP 2 PICK UP 3

報
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日時：稽古期間 2019年8月14日（水）〜24日（土）、成果発表公演 8月25日（日）　
会場：KAVCホール
出演：《♡

ハート

》石原里穂、占部叶乃香、大内心咲、大久保穂南、大島深幸、口野愛佳、嶽北里久、中田桂輝、中

田翔愛、西井奨、毛利咲月、山口玲奈　《♤
スペード

》伊東明里、大村佳蓮、佐藤那菜、戸澤幸咲、中川西由羽、並川

桃、根本理紅、松平明子、村上陽生、森本汐音、山下実美、米田燈朗（※五十音順 / ダブルキャスト公演）
演出：大塚雅史　演出助手：FOペレイラ宏一朗（プロトテアトル）

サポーター：岩田真憂伽、田宮優月、松永和真、劇団エクステ、ゴーハイOB・OG
舞台監督：久保克司（株式会社スタッフステーション）

照明プラン：大塚雅史　照明操作：平野麻理恵

音響：赤木燎、田中奈菜

助成：文化庁文化芸術振興費補助金（劇場・音楽堂等機能強化推進事業）独立行政法人 日本芸術文化
振興会

最終リハーサル中の様子。姉シュラと家庭教師のシーンより
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屋
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　KAVCが2009年に立ち上げた高校生のための演
劇ワークショップ＆公演プロジェクト「Go! Go! 
High School Project（通称ゴーハイ）」。毎夏、演出
家・大塚雅史氏のもと、高校生が学校の枠を越えて
仲間たちと芝居をつくり上げる。過去のゴーハイ参
加者によるサポートに加え、今年から演出助手に劇
団プロトテアトルのFOペレイラ宏一朗氏をむかえ、
10日間の稽古期間を経て成果発表公演を行った。
　本企画は、今年で 11年目。ゴーハイの稽古のため
にKAVCを訪れる高校生の集団を見ると、「また、
この時期がきたな」と感じるほどに、KAVCの“夏
の風物詩”とも言える名物プログラムだ。今年は兵
庫県内を中心に 14校24人の高校生が参加した。彼
ら“ゴーハイ生”は、演出の大塚氏、ペレイラ氏と
ともに萩尾望都・野田秀樹の名作『半神』に挑んだ。
　物語のあらすじはこうだ。結合双生児の姉妹を
中心に、家庭教師と両親、そしてその様子を異界
から見守る怪物たちによって物語は展開する。姉
のシュラは知能が高く言葉も鋭いが醜い容姿を
持っていた。一方、妹のマリアは、愛らしく周囲
の寵愛を集めながらも知能が低く話すこともでき
ない。そんな妹を姉は疎ましく感じていた。10歳
を目前にして、衰弱していく2人の身体。生きるた
めには身体を切り離し、どちらかが死ななければ
ならない。
　稽古期間も終盤にさしかかった頃。本番さなが
ら、KAVCホールを稽古場として、24人が2チー
ムに分かれて稽古に臨む。すでにセリフは頭のな

稽古中の様子

Go! Go! High School Project
2019『半神』 

KAVC REPORT

有限会社 田村金魚池
神戸市兵庫区新開地 1-4-22
定休日：火曜日

現在の湊川公園西側には、旧湊川の古い
流路が転じてできた大きな池「川池」が
ありました。その南方にあった金魚の養
殖池＝「金魚池」の名を引き継ぎ、明治
25年に創業したのが「田村金魚池」店。
店内には水槽が所狭しと並び、現在は熱
帯魚、海水魚、錦鯉などの取り扱いも。

旧湊川の記憶を継ぐ
田村金魚池店で、水面を眺める

2019.10–12
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7日（土）̶ 20日（金）　会場：KAVCシアター

KAVC CINEMA
『春画と日本人』
（2018年 / 87分 / 日本 / 配給 ヴィジュアルフォークロア）｜監督：大墻敦

『ザ・ヒストリー・オブ・シカゴ　ナウ・モア・ザン・エヴァー』
（2016年 / 114分 / アメリカ / 配給 エレファントハウス、カルチャヴィル）｜監督：ピーター・パーディーニ

『アンナ デジタルリマスター版』
（1966年 / 86分 / フランス / 配給マーメイドフィルム、 コピアポア・フィルム）
監督：ピエール・コラルニック

ナショナル・シアター・ライブ『イヴの総て』

7日（土）、 8日（日）
新開地冬まつり2019 

6日（金）̶ 8日（日）　会場：KAVCホール

KAVC FLAG COMPANY 2019–2020

壱劇屋『空間スペース3D』構成・演出：大熊隆太郎

PICK UP 3
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9日（土）　会場：1room、新開地商店街

新開地土曜マルシェ

22日（金）̶  24日（日）　会場：KAVCシアター、リハーサル室2

岡登志子ダンスワークショップ
クリエーション／ショーイング〜緑のテーブル2017より〜
講師：岡登志子

9日（土）̶  22日（金）　会場：KAVCシアター

KAVC CINEMA
『アルツハイマーと僕 〜グレン・キャンベル 音楽の奇跡〜』
（2014年 / アメリカ / 104分 / 配給 エレファントハウス、カルチャヴィル）｜監督：ジェームズ・キーチ

『ジョアン・ジルベルトを探して』
（2018年 / スイス・ドイツ・フランス / 111分 / 配給 ミモザフィルムズ）｜監督：ジョルジュ・ガショ

『バオバオ フツウの家族』
（2018年 / 台湾 / 97分 / 配給 オンリー・ハーツ、GOLD FINGER）｜監督：シエ・グアンチェン

『風水師 王の運命を決めた男』
（2018年 / 韓国 / 126分 / 配給 ハーク）｜監督：パク・ヒゴン

15日（金）  ̶ 18日（月）　会場：KAVCホール

KAVC FLAG COMPANY 2019–2020

コトリ会議『セミの空の空』
作・演出：山本正典

PICK UP 2

2日（土）　会場：新開地周辺

第二回 新開地カブキモノ大興行
出演：山猫団、新開地舞踊歌劇団（1期生＆2期生）
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11日（金）、18日（金）、 25日（金）　会場：会議室2

ナショナル・シアター・ライブ 『リチャード二世』解説講座
講師：桒山智成（京都大学大学院人間・環境学研究科准教授）

12日（土）　会場：1room、新開地商店街

新開地土曜マルシェ

13日（日）
「隣の影」トークイベント
ゲスト：安田謙一（ロック漫筆家）、森本アリ（旧グッゲンハイム邸）、和久田善彦（ぴあ株式会社編集者）

12日（土）̶  25日（金）　会場：KAVCシアター

KAVC CINEMA
『99歳 母と暮らせば』
（2018年 / 日本 / 92分 / 配給 イメージ・テン）｜監督：谷光章

『シード 〜生命の糧〜』
（2016年 / アメリカ / 94分 / 配給 ユナイテッドピープル）｜監督：タガート・シーゲル、ジョン・ベッツ

『隣の影』
（2017年 / アイスランド・デンマーク・ポーランド・ドイツ / 89分 / 配給 ブロードウェイ）
監督：ハーフシュテイン・グンナル・シーグルズソン

ナショナル・シアター・ライブ『リチャード二世』『みんな我が子』

27日（日） 　会場：KAVCギャラリー

シルクスクリーンワークショップ

秋だ！手ぬぐい一反印刷 〜リピートデザインでつくるテキスタイル〜

30日（水）̶  11月1日（金）　会場：リハーサル室1、2

公共ホール現代ダンス活性化事業 公募型ワークショップ

第二回 新開地カブキモノ大興行 体験講座＆練習

12日（土）̶  14日（月・祝）　会場：リハーサル室2

市田京美ダンスワークショップ〜ピナを巡って 2019・秋〜
講師：市田京美

18日（金）̶  20日（日）　会場：KAVCホール

KAVC FLAG COMPANY 2019–2020

KING & HEAVY『ゴールデンエイジ』
作・演出：KING＆HEAVY

PICK UP 1
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辻井修 ［庶務・貸館担当］
推薦者



「KAVC FLAG COMPANY」……普段呼

ぶには少し長いので略称をつけたいので

すが、アルファベットの頭文字を取る

と、あれ、なんか見たことあるぞ……と

なってしまい、いまだに模索中……そ

して絶賛募集中！ 良い案があれば教え

てください！ さて、そんなKAVC FLAG 

COMPANY 2019-2020 も

10月から後半戦！　

見逃せない劇団のラ

インナップがドドドッ

と続きます。5劇団を

全部観られて 11,000円

の5劇団共通パスも絶賛

発売中です！

KAVCスタッフと、

ときどき保安のおっちゃん物語とは……
本館の隠れた主人公・保安のおっちゃん3人衆のかたわら

で、日々業務に励むKAVCスタッフ。彼らが見つめる新開地と

KAVCの日常から、さまざまなエピソードを紹介していきます。

作・画　鈴
すず

木
き

裕
ひろ

之
ゆき

さん

本誌を機会に新開地デビューを果たした大阪出身・在住のイ

ラストレーター。雑誌やCDジャケット、広告ほか、全国さま

ざまなイベントでの似顔絵屋、ワークショップなど活動中！

STAFF’s VOICE

ART VILLAGE VOICE vol.90　発行日：2019年9月30日　発行元：神戸アートビレッジセンター （指定管理者：公益財団法人 神戸市民文化振興財団）［大谷燠（館長）、柳谷茂昭（館長代理）、林正樹（総務チーフ）、山本聡之（庶務・経理担当）、辻井修・橋本実弥（庶務・貸館担当）、近藤のぞみ（事業チーフ）、竹下士敦（演

劇・ダンス担当）、岡村有利子（美術担当）、岡本酉子（映像担当）、羽仁真理子（地域事業担当）、野澤美希（広報担当）、明田春来・河合なお・平川光江・中川恵理子・前田詩穂（アシスタント）］ 編集ディレクション&編集：多田智美・永江大（MUESUM）編集アシスタント：鈴木瑠理子（MUESUM）アートディレクション&デザイン：

仲村健太郎、小林加代子　撮影：片山達貴、井上嘉和　イラスト（内面）：沖真秀、黒木雅巳　題字（内面）：廣田碧（看太郎）、三重野龍　漫画：鈴木裕之

www.kavc.or.jp
指定管理者：公益財団法人 神戸市民文化振興財団

〒652–0811 神戸市兵庫区新開地5–3–14

TEL＝078–512–5500　FAX＝078–512–5356

開館時間＝ 10:00–22:00 　休館日＝毎週火曜日

（火曜が祝日の場合は翌日）・年末年始

KAVCは開館23年目！　日々新しい出来事が到来

する一方で、経年ゆえの劣化で使用に黄色信号赤信

号もちらほら……。各所こまめにメンテナンスが施

されていますが、2020年 1月〜3月にはホールとシ

アターの照明設備を大幅に改修する予定です！　そ

れに伴う貸出休止期間など、ご不便をおかけし

ますが、新しい装備にぜひご期待ください！

・ 神戸高速「新開地駅」8番出口より徒歩約5分

・ JR「神戸駅」ビエラ神戸口より徒歩約 10分

・ 神戸市営地下鉄「湊川公園駅」東改札口より徒歩約 15分
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宝塚北高校演劇科、総勢80名の生徒さんが、NTLive

「リア王」を鑑賞するためKAVCシアターにやってき

てくれました。少しショッキングな演出で第一幕が

暗転した瞬間、大きなざわめきで場内は騒然とした

雰囲気に！　シアター全体が一体化した空気を感じ

ることができたのは、映写担当した私にとっ

ても、刺激的な上映会となりました！

橋本実弥 ［庶務・貸館担当］

前田詩穂 
［演劇アシスタント］

VOICE 01 VOICE 02

VOICE 03

戸アートビレッジセンターは新開地商店街のなか

にあります。商店街のなかにあるというのは、単

なる立地のことではなくて、KAVCは商店街の一員であ

る、ということです。春には商店街の総会が、夏と冬に

はお祭りが、秋には親睦旅行があります。1年を通じて

さまざまな行事に参加しながら、新開地の人たちと顔な

じみになっていきます。8月第 1土曜・日曜日の「夏ま

つり」、12月第 1土・日曜日の「冬まつり」では、多く

の親子連れで新開地が賑わいます。KAVCスタッフも商

店街のメンバーとして、「お楽しみ券」を引き替えたり、

ビンゴカードを売ったり、KAVC内で子ども向けワーク

ショップをしたりと大忙しです。また、新開地ではパ

レードも重要なアイテムで、まつりのときには阿波踊り

の賑やかな連が鳴り物入りで練り歩き、5月の「新開地

音楽祭」では消防音楽隊がオープニングパレードを飾り

ます。KAVCも最近は商店街に飛び出してパレードをし

たり、ダンスをしたりする企画を取り入れています。気

軽に遊びに来てください！

神　　　　　　　　　　

河合なお ［映画アシスタント］

近藤のぞみ ［事業チーフ］
学生時代に興味を持ったアートマネジメント。こうして今の
仕事につながっているとは感慨深い！

執筆者

KAVCスタッフが日々活動するなかで、興味を持ったものごとをざっくばらんに紹介していきます。

オススメイベントの詳しい情報などはWebサイトにて！


